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　市民一人あたりのお金の使い道 ※平成３１年２月１日現在の人口で算出
議会運営経費 高齢者や児童の福祉など 農林業の振興 道路・橋・公園の整備

など
学校の充実や文化・

体育振興

防災・減災対策、
徴税、選挙など

環境・保健衛生など 商工業・観光などの
振興

消防・救急活動 借入金の返済

6,271円 169,977円 7,674円 29,232円 42,607円

119,250円 37,310円 7,704円 18,225円 41,153円

一般会計予算額

135億 4,200万円

企業会計 44 億 2,350 万円
特別会計 82 億 8,958 万円

ＢＩＧ　ＳＭＩＬＥプロジェクト
市民の健康増進に寄与し、多世代の交流の場となる
総合運動施設を目指して、屋内新水泳場及び新都市
公園を整備します。

※イラストはイメージです。

主な会計である一般会計の予算規模は、前
年度比７億７，４００万円増の１３５億４，２００万
円で、特別会計と上水道及び病院事業会
計とを加えた総額は１２億５，０２６万円増の
２６２億５，５０８万円となります。

主な会計である一般会計の予算規模は、前
年度比７億７，４００万円増の１３５億４，２００万
円で、特別会計と上水道及び病院事業会
計とを加えた総額は１２億５，０２６万円増の
２６２億５，５０８万円となります。

平成３１年度は、持続可能な財政運営を維持しながら、未来

に向け立案してきた計画の具現化に向けて、まちの魅力と活

力を生み出す投資に引き続き重点を置いています。
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※水漏れなど水道施設の異常があった場合や緊急性のある水道の開始・休止についてはご連絡ください。　
　　　水道事務所（℡83-2141）
※道路陥没などがあった際はご連絡ください。　　　建設課（℡83-1111）

■全日休館となる公共施設
　市役所・水道事務所・保健センター・小中学校・保育所
　児童館・会館

■その他の公共施設

■戸籍の届出
　婚姻、出生、死亡などの戸籍の届出は市役所守衛室（市
役所 1階駐車場入口）にて受け付けのみします。

■ごみの収集
　ごみの収集及び環境センターへの持込みは通常どおりです。
　なお、粗大ごみの受付・収集は休みとなります。

■デマンドバス
　日曜・祝日が運休日のため、４月27日のみ運行します。

天皇の即位の日の５月１日は、休日となります。
このため、４月27日から５月６日まで10日間の大型連休と
なり、この間祝休日を休館日としている公共施設は、休館と
なります。

施　設　名 連絡先 備　考27
土

28
日

29
月

30
火

1
水

2
木

3
金

4
土

5
日

6
月

市立病院 82-2151 ― ― ― ○ ― ○ ― ― ― ―

※通常どおりの外来診療
　です。
※一部休診・代診となる
　科がある場合は、受付
　やホームページにて事
　前にご案内します。

文化福祉センター
みかん資料館
郷土資料館

82-3221

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○
※未就学児の一時預かり
　事業を実施しています。
　事前予約が必要です。

子育て世代活動支援センター
ＷａｋｕＷａｋｕ

83-1470

市民会館
図書館

82-2626
82-3220 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

問
問

◇母子保健推進事業　２，３６１万円

◇ファミリーサポートセンター事業　５４３万円

「子育ての援助を受けたい」「援助を行いたい」育児
　　の相互援助活動をマッチングする組織を新設
◇児童発達支援センター建設補助金　１，５００万円

ＮＰＯ法人が地域の支援を必要とする児童やその家
　　族を支える場として児童発達支援センターを建設す
　　ることに対する補助
◇学習支援員・スクールサポートスタッフの配置
　　　　　　　　　　　　　　　　　１，１１２万円

…新規新 …拡大拡

子育て・教育

安全・安心

拡
新

新

拡

アクティブなまちへ

モテるまちへ

誇れるまちへ

◇BIG SMILE プロジェクト事業　２億１，１８１万円

◇市民体育館空調整備事業　２，３４４万円

市民体育館にエアコンを新設し、避難施設としての機
　　能を向上させるとともに、安心で快適な利用環境を整備
◇ふるさとの川総合公園の整備　７００万円

◇初島排水区２号幹線整備工事　２，５００万円

　　雨水による浸水被害解消対策として排水路を整備

新

新
新

◇農業経営育成事業　５６３万円
知見ある民間事業者との連携によるみかん農家の販

　　路開拓や就農体験受け入れに取り組む
◇農業次世代人材投資資金事業　６００万円
（株）リクルートと連携し、新規就農者に農地の紹介

　　と地元農家等による技術供与の機会を提供し、営農
　　が可能となる支援の仕組みを整備する
◇地域特産品等広報事業　６億３，０００円

ふるさと応援寄付金制度を活用して地域特産品の知
　　名度向上、販路及び消費の拡大を図る

産業・地域資源

新

拡

拡

◇移住推進空家活用事業費補助金　４００万円
　　空き家を居住用に改修する費用を補助し、空き家を
　　活用した移住推進を図る
◇移住支援事業助成金　２００万円

ＵＩターン就職を促進するため、定額１００万円を
　　給付し、東京２３区からの移住を支援
◇郷土資料館特別展開催事業　２０４万円

移住・定住・観光

新

拡

新

新
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険
者
」
で
出
産
日
が
平
成
31
年
２

月
１
日
以
降
の
方

届
出
時
期
　
出
産
予
定
日
の
６
ヶ
月

前
か
ら
届
出
可
能
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
　
年
金
手

帳
、
認
印
、
身
分
証
明
書
、
母
子

健
康
手
帳
（
出
産
前
に
申
請
す
る

場
合
）

※

被
保
険
者
と
子
が
別
世
帯
の
場
合

は
、
出
産
証
明
書
な
ど
の
出
産
日

及
び
親
子
関
係
が
わ
か
る
書
類
）

届
出
先
　
健
康
課
保
険
年
金
係

　
　
健
康
課
（
内
線
５
１
６
）

■
和
歌
山
西
年
金
事
務
所
年
金
相
談

　
ご
予
約
い
た
だ
く
と
、
お
客
様
の

ご
都
合
に
あ
わ
せ
て
、
ス
ム
ー
ズ
に

相
談
で
き
ま
す
。
ま
た
、
相
談
内
容

に
あ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
事
前
に
準
備

の
う
え
、
丁
寧
に
対
応
し
ま
す
。

日
時
　
月
〜
金
曜
日
　

　
　
　
８
時
30
分
〜
16
時

　
予
約
の
申
し
込
み
は
「
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
」
へ

℡
０
５
７
０
ー
０
５
ー
１
１
６
５

※
予
約
相
談
希
望
日
の
１
ヶ
月
前
か

ら
前
日
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

※

ご
連
絡
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号

の
分
か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　
　
和
歌
山
西
年
金
事
務
所

℡
０
７
３
ー
４
４
７
ー
１
６
６
０

　
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請

　
平
成
30
年
度
に
お
い
て
学
生
納
付

特
例
制
度
に
よ
り
、
保
険
料
納
付
を

猶
予
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平
成
31
年

度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
方
へ
、

４
月
初
旬
に
基
礎
年
金
番
号
等
の
印

字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付

特
例
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
同
一
の
学
校
に
在
学
す
る
場
合
は
、

こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
最
小
限
の
記
載

事
項
を
記
入
す
る
だ
け
で
申
請
が
で

き
ま
す
。

　
な
お
、
初
め
て
学
生
納
付
特
例
の

申
請
を
す
る
方
・
ハ
ガ
キ
が
着
か
な

い
方
は
、
学
生
証
等
が
必
要
で
す
。

（
家
族
の
方
が
代
理
で
申
請
す
る
場

合
、
印
鑑
も
必
要
に
な
り
ま
す
。）

　
　
和
歌
山
西
年
金
事
務
所

℡
０
７
３
ー
４
４
７
ー
１
６
６
０

■
産
前
産
後
期
間
の
保
険
料
免
除

　
４
月
か
ら
産
前
産
後
期
間
の
国
民

年
金
保
険
料
が
免
除
と
な
り
ま
す
。

免
除
期
間
　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出

産
日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら

４
ヶ
月
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が

免
除
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
多
胎
出

産
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日
ま
た

は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３
ヶ
月

前
か
ら
６
ヶ
月
間
の
国
民
年
金
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※

出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
ヶ
月
）

以
上
の
出
産
の
こ
と
で
、死
産
、流

産
、早
産
さ
れ
た
方
も
含
み
ま
す
。

対
象
者
　「
国
民
年
金
第
１
号
被
保

■
学
生
納
付
特
例
制
度

　
20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ

て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
学
生
の
方
は
一
般

的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
学
生
は
、
大
学
（
大

学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各

種
学
校
（
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通

信
制
課
程
の
方
も
含
ま
れ
ま
す
）
に

在
学
す
る
方
で
す
。
承
認
期
間
は
４

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
で
す
。

問 問

問

お
し
ら
せ

国
民
年
金

　受診を希望される方は、特定健康診査受診券（対象者に
は４月下旬に郵送予定）・保険証・印鑑をご持参のうえ、健
康課までお越しください。（今年度30歳～39歳の受診希望
の方は、保険証・印鑑をご持参ください）
※有田市国民健康保険に６ヶ月以上加入し、国保税の滞納

がない世帯に属する方。
※同一年度内に特定健診・人間ドック・脳ドックのいずれ
か一つを受診できます。
※消費税が変更となった場合、変更後の税率によって自己
負担額が変わることがあります。

一日ドック（人間ドック・脳ドック）助成制度 　　健康課（内線343）問

6,000円

6,000円

24,400円

有田市立病院

桜ヶ丘病院

17,920円

8,600円

7,980円

10,000円

和歌山医師会
成人病センター

国保日高総合病院

健診センター・キタデ

有田市立病院

診察、血液検査、心電図、
胸部Ｘ線検査、胃部Ｘ線
撮影または内視鏡検査等

脳ＭＲＩ・ＭＲＡ検査、
診察、血液検査等
（受診機関によって検査
項目が異なります。）

今年度30～74歳の国保
加入者（S20.4.1～H2.
3.31生まれの方）

５月13日（月）～
２２０名

６月３日（月）～
２８０名

※定員になり次第受付を終了させていただきます。

今年度40～74歳の国保
加入者（S20.4.1～S55.
3.31生まれの方）
〈注〉脳外科で診療を受
けている方、体内にペー
スメーカーや金属を入
れている方は受診でき
ません。

日本赤十字社
和歌山医療センター

人間ドック

脳 ド ッ ク

受付・定員健診名 対　象 検査内容 受診機関 自己負担額

Arida Information
～有田市からのおしらせ～

人口・世帯数【平成31年3月1日現在】

人口28,134人（前月比-51人）
男　13,386人　女　14,748人
世帯数　11,748戸
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り
次
の
額
に
改
定
と
な
り
ま
し
た
。

※
手
当
は
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の

実
績
値
を
基
に
改
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
今
後
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
　
福
祉
課
　

　
　
　
福
祉
係
（
内
線
２
８
４
）

　
　
　
子
ど
も
係
（
内
線
３
９
４
）

　
戦
没
者
戦
災
死
者
追
悼
式
を
執
り

行
い
ま
す
。
先
の
大
戦
に
お
い
て
犠

牲
と
な
ら
れ
た
戦
没
者
・
戦
災
死
者

を
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
追
悼

し
、
平
和
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

日
時
　
４
月
20
日
（
土
）
13
時
〜

場
所
　
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
福
祉
課
（
内
線
３
２
５
）

い
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
条
件

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
担
当
課
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
65
歳
以
上
の
方
で
買
い
物
や
調
理

が
困
難
か
つ
、
栄
養
改
善
・
安
否
確

認
が
必
要
な
方
が
利
用
で
き
る
宅
配

弁
当
（
１
食
３
０
０
円
）
の
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
や

回
数
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
担
当
課
も
し
く
は
担
当
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
介
護
課（
内
線
３
４
７
）

★
児
童
扶
養
手
当
（
子
ど
も
係
）

　
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
を

養
育
し
て
い
る
母
子
家
庭
の
母
、
父

子
家
庭
の
父
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

★
特
別
児
童
扶
養
手
当
（
福
祉
係
）

　
20
歳
未
満
で
中
程
度
以
上
の
障
害

の
あ
る
児
童
を
、在
宅
で
養
育
・
監
護

し
て
い
る
父
母
等
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

★
特
別
障
害
者
手
当
（
福
祉
係
）

　
20
歳
以
上
の
在
宅
の
重
度
障
害
者

で
、
国
民
年
金
法
に
よ
る
１
級
程
度

の
障
害
が
重
複
す
る
な
ど
の
著
し
い

障
害
の
あ
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

★
障
害
児
福
祉
手
当
（
福
祉
係
）

　
20
歳
未
満
の
在
宅
で
重
度
の
障
害

の
あ
る
児
童
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
手
当
も
、
所
得
に
よ
る

制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
詳
し
く
は
担

当
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
各
手
当
は
４
月
支
給
分
よ

※

任
意
接
種
で
は
８
，
０
０
０
円
程

度
必
要
で
す
。

対
象
者
　
①
平
成
31
年
４
月
２
日
〜

平
成
32
年
４
月
１
日
の
間
に
65
歳
、

70
歳
、75
歳
、80
歳
、85
歳
、90
歳
、

95
歳
、
100
歳
に
な
ら
れ
る
方

②
60
歳
〜
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎

臓
、
呼
吸
器
等
に
病
気
が
あ
り
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
方

※

過
去
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
た
方
は
対
象
外
で
す
。

接
種
期
限
　
平
成
32
年
３
月
末
ま
で

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　

℡
82
ー
３
２
２
３

　
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）、

療
育
手
帳
（
Ａ
１
・
Ａ
２
）
及
び

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
１

級
）
を
お
持
ち
の
方
に
は
、
福
祉
タ

ク
シ
ー
券
（
基
本
料
金
相
当
・
年
間

28
回
分
）
を
発
行
し
ま
す
。

　
発
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
税
等

に
滞
納
の
な
い
方
に
限
り
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
手
帳
と
印
鑑

を
ご
持
参
の
う
え
、
福
祉
課
に
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
今
年
度
よ
り
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち

の
方
も
福
祉
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
福
祉
課
（
内
線
３
６
４
）

■
訪
問
理
容
サ
ー
ビ
ス

　
自
力
で
理
容
店
に
出
向
く
こ
と
が

困
難
な
方
に
、
訪
問
理
容
の
助
成

（
２
，
０
０
０
円
／
回
）
を
行
っ
て

だ
け
ま
す
の
で
、
新
元
号
に
読
み
か

え
て
お
使
い
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
紛
失
等
に
よ
る
再
発
行
や
新
た
に

国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
取
得
さ
れ

た
方
等
で
、
５
月
以
降
に
交
付
す
る

保
険
証
か
ら
順
次
、
新
元
号
の
表
記

に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　
　
健
康
課
（
内
線
３
４
８
）

　
妊
婦
と
そ
の
子
ど
も
を
風
し
ん
か

ら
守
る
た
め
、
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す
。
希
望
の

方
は
、
接
種
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
有
田
市
に
住
民
登
録
を
し

て
い
る
方
で

①
妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
女
性

　（
昭
和
44
年
４
月
２
日
〜
平
成
13

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

②
妊
婦
の
夫

助
成
期
間
　
平
成
32
年
３
月
末
ま
で

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　

℡
82
ー
３
２
２
３

　
肺
炎
球
菌
性
肺
炎
は
、
高
齢
者
の

肺
炎
の
原
因
で
最
も
多
い
も
の
で

す
。
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
、

す
べ
て
の
肺
炎
を
予
防
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
肺
炎
球
菌
に
よ
る

肺
炎
の
発
症
や
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

接
種
料
金
　
２
，
５
０
０
円
（
生
活

保
護
受
給
の
方
は
無
料
）　

　
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
は
毎
年

４
月
１
日
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、
３
月
中
旬
か

ら
下
旬
に
か
け
て
簡
易
書
留
に
て
送

付
し
て
い
ま
す
。

■
保
険
証
が
未
到
達
の
場
合

①
簡
易
書
留
に
よ
り
送
付
し
て
い
る

た
め
、
不
在
で
お
受
け
取
り
で
き

な
か
っ
た
場
合
、
保
険
証
は
、
４

月
以
後
に
市
役
所
へ
返
送
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
窓
口
で
保
険
証
を
受
け
取
る
際
は
、

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）、

印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

②
保
険
税
に
未
納
が
あ
る
場
合
は
、

保
険
証
を
発
送
せ
ず
に
市
役
所
で

お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

　
行
き
違
い
で
す
で
に
納
付
済
の
場

合
は
、
金
融
機
関
等
か
ら
市
役
所

に
入
金
さ
れ
る
ま
で
期
間
を
要
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
領
収

書
、
本
人
確
認
書
類
、
印
鑑
を
持

参
の
う
え
保
険
証
を
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、経
済
的
な
理
由
等
に
よ
り
、

完
納
が
困
難
な
場
合
は
、
納
付
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
保
険
証
の
有
効
期
限
等
の
元
号
表
記

　
５
月
に
、
新
元
号
へ
の
改
元
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
交
付
年
月
日

が
４
月
以
前
の
保
険
証
は
、
有
効
期

限
が
５
月
以
後
で
あ
っ
て
も
旧
元
号

で
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
改
元
後
も
そ
の
ま
ま
お
使
い
い
た

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　
　
　
　
　

 

緊
急
助
成
事
業

保
険
証
が
切
り
替
わ
り
ま
す

問問

問 問

問 問

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
発
行
し
ま
す

各
種
サ
ー
ビ
ス

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　
　

 

　予
防
接
種

平
成
31
年
度

有
田
市
戦
没
者
戦
災
死
者
追
悼
式

各
種
福
祉
手
当

申
・
問

平成31年度
（月額）

児童扶養手当※ 全部支給 42,910円

一部支給 10,120円～
42,900円

特別児童扶養手当 １級 52,200円
２級 34,770円

特別障害者手当 27,200円
障害児福祉手当 14,790円

平成30年度
（月額）
42,500円

10,030円～
42,490円
51,700円
34,430円
26,940円
14,650円

※児童扶養手当については、第２子、第３子以降別途加算額があります。
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納
付
窓
口
へ
出
向
く
こ
と
な
く
納
付

が
で
き
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
市
税
等
は
市
県
民
税

（
普
通
徴
収
）、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護

保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

で
す
。

※

次
の
納
付
書
は
お
取
り
扱
い
が
で

き
ま
せ
ん
。

◎
納
期
限
が
過
ぎ
た
納
付
書

◎
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
て
い
な

い
納
付
書

※

領
収
証
書
及
び
軽
自
動
車
税
納
税

証
明
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。
必

要
な
方
は
金
融
機
関
又
は
コ
ン
ビ

ニ
等
で
ご
納
付
く
だ
さ
い
。な
お
、

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
に
つ
い

て
は
、
ス
マ
ホ
で
納
付
後
に
必
要

と
な
っ
た
場
合
、
税
務
課
窓
口
に

て
申
請
の
う
え
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※

使
用
後
の
納
付
書
は
再
使
用
し
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
再
使

用
さ
れ
た
場
合
、
納
め
す
ぎ
と
な

り
ま
す
。

税
務
課（
内
線
２
３
２
・
３
７
２
）

　
平
成
31
年
度
の
固
定
資
産
税
の
基

礎
と
な
る
、
評
価
額
等
を
記
載
し
た

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

対
象
　
土
地
ま
た
は
家
屋
に
係
る
固

定
資
産
税
の
納
税
者
、
ま
た
は
納

税
管
理
人
や
納
税
者
の
代
理
人

（
委
任
状
が
必
要
）
に
限
ら
れ
ま

す
。

申
込
受
付
期
間

　
４
月
15
日（
月
）〜
12
月
20
日（
金
）

　
浄
化
槽
の
設
置
場
所
と
人
槽
区

分
、
設
置
工
事
業
者
の
氏
名
・
電
話

番
号
等
を
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
受
付
期
間
内
で
も
予
算
に

達
し
た
時
点
で
、
受
付
を
締
め
切
り

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

生
活
環
境
課（
内
線
２
３
７
）

　
管
理
さ
れ
て
い
る
浄
化
槽
で
次
の

よ
う
な
場
合
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
の

上
、届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

各
種
届
出
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
相
続
や
売
買
等
で
管
理
者
の
変
更

が
あ
っ
た
場
合

◎
浄
化
槽
の
使
用
を
３
ヶ
月
以
上
休

止
す
る
場
合

◎
浄
化
槽
の
使
用
を
開
始
し
た
場
合

◎
浄
化
槽
の
使
用
を
廃
止
し
た
場
合

◎
５
０
１
人
槽
以
上
の
浄
化
槽
で
、

技
術
管
理
者
を
変
更
し
た
場
合

　
　
生
活
環
境
課
（
内
線
２
３
７
）

　P
ayB

決
済
サ
ー
ビ

ス
お
よ
びL

IN
E
P
a
y

請
求
書
支
払
い
の
方

法
に
よ
り
、
市
税
等

の
納
付
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
お
手
持
ち
の
ス
マ
ホ
に
対
応
ア
プ

リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、
納
付
書
の

バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
こ
と
で
、

　
市
内
全
域
（
矢
櫃
・
逢
井
地
区
を

除
く
）
に
お
い
て
、
２
０
２
０
年
３

月
31
日
ま
で
に
浄
化
槽
設
置
が
完
了

し
、
補
助
金
交
付
に
係
る
必
要
書
類

を
提
出
で
き
る
方
を
対
象
に
、
補
助

金
の
申
込
受
付
を
行
い
ま
す
。
設
置

者
本
人
ま
た
は
同
居
さ
れ
る
ご
家
族

の
方
が
生
活
環
境
課
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

補
助
対
象

・
設
置
者
が
居
住
す
る
た
め
の
建
物

（
店
舗
等
と
の
併
用
住
宅
の
場
合

は
、
居
住
部
分
が
延
床
面
積
の
半

分
以
上
あ
る
建
物
。）

・
営
業
の
許
可
を
受
け
て
お
り
転
換

に
よ
り
浄
化
槽
を
設
置
す
る
飲
食

店
及
び
民
宿
等

・
市
町
村
民
税
を
完
納
さ
れ
て
い
る
方

な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

補
助
金
額

固
定
資
産
税
の
評
価
額
等
の
縦
覧

問

問

浄
化
槽
管
理
者
の
皆
様
へ

市
税
等
の
納
付
が

　
　
　
　

 

ス
マ
ホ
で
で
き
ま
す

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

期
間
　
４
月
１
日
（
月
）
〜

５
月
７
日
（
火
）

縦
覧
場
所
　
市
役
所
２
階
税
務
課

税
務
課（
内
線
２
３
４
・
２
５
８
）

　
経
済
的
理
由
に
よ
り

小
中
学
校
へ
の
就
学
が

困
難
な
児
童
生
徒
の
保

護
者
に
対
し
、
お
子
さ

ま
の
学
校
生
活
で
必
要
な
費
用
（
学

用
品
費
・
給
食
費
等
）
の
一
部
を
援

助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
援
助
を
受
け
る
に
は
学
校
を
通
じ

て
申
請
が
必
要
で
す
。

　
認
定
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会

に
お
い
て
課
税
状
況
・
児
童
扶
養
手

当
受
給
の
有
無
等
を
審
査
の
う
え
決

定
い
た
し
ま
す
。

　
　
教
育
総
務
課
（
内
線
２
９
４
）

〈
空
き
家
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
へ
〉

◆
わ
か
や
ま
空
き
家
バ
ン
ク
の
窓
口

　を
設
置

　
市
で
は
、
空
き
家
の
管
理
に
悩
む

所
有
者
と
、
賃
貸
ま
た
は
購
入
で
き

る
空
き
家
を
探
し
て
い
る
利
用
希
望

者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
た
め
、「
わ

か
や
ま
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
窓
口
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
と
は
、
空
き
家
を

「
売
り
た
い
」「
貸
し
た
い
」
と
考
え

て
い
る
所
有
者
の
物
件
情
報
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し
、
空
き
家
の

利
用
希
望
者
へ
情
報
提
供
す
る
制
度

小
・
中
学
生
へ
の
就
学
援
助
制
度

問
空
き
家
の
利
活
用

問

で
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
は
、
住
宅
・
店

舗
・
倉
庫
等
が
登
録
で
き
、
登
録
さ

れ
た
空
き
家
の
情
報
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
ま
す
。

　
所
有
し
て
い
る
空
き
家
の
賃
貸
・

売
買
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〈
有
田
市
に
移
住
を
検
討
さ
れ
て
い

る
方
へ
〉

◆
移
住
推
進
空
き
家
活
用
事
業
費
補

　助
金

　
市
で
は
、
空
き
家
を
移
住
推
進
に

活
用
し
、
定
住
を
促
進
す
る
こ
と
で

地
域
振
興
を
図
る
た
め
、
移
住
推
進

空
き
家
活
用
事
業
費
補
助
金
を
設
立

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
わ
か
や
ま
空

き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
空
き
家

を
市
外
か
ら
の
移
住
者
が
改
修
す
る

際
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
す

る
制
度
で
す
。

　
有
田
市
に
移
住
を
検
討
さ
れ
て
い

る
方
で
、
わ
か
や
ま
空
き
家
バ
ン
ク

に
登
録
さ
れ
た
空
き
家
を
利
用
さ
れ

る
場
合
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

補
助
金
の
概
要

・
市
内
へ
の
移
住
者
（
過
去
１
年

間
、
市
に
住
民
票
を
置
い
て
い
な

い
方
）
で
、
わ
か
や
ま
空
き
家
バ

ン
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
る
空
き
家

を
改
修
し
よ
う
と
す
る
方
を
対
象

・
改
修
工
事
費
の
３
分
の
２
を
補
助

（
上
限
80
万
円
）

　
他
に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
経
営
企
画
課
（
内
線
３
２
２
）

問

申
・
問

配管工事費用

上限
300,000円　
※単独処理浄化
　槽及びくみ取
　り便槽から転
　換された方の 
　み 
※飲食店及び民
　宿等は対象外

撤去費用

上限
90,000円
※単独処理浄化
　槽を撤去され
　た方のみ（事
　情により埋め
　戻した場合、
　補助はありま
　せん）

設置費用

332,000円

414,000円

548,000円

人槽区分

５人槽

6～7人槽

8人槽以上

※現在お使いの浄化槽が合併処理浄化槽の場合、補助金額が
　減額されることがありますので、窓口にてお問合せください。
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団
回
収
を
実
施
す
る
団
体
。

※
あ
ら
か
じ
め
市
へ
の
登
録
が
必
要

で
す
。

対
象
品
目
　
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー

ル
・
紙
パ
ッ
ク
・
古
布
・
ア
ル
ミ

　
缶
・
ビ
ン
類

奨
励
金
単
価
　
す
べ
て
１
㎏
あ
た
り

　
３
円

　
　
生
活
環
境
課
（
内
線
２
３
７
）

申
込
受
付
期
間
　
〜
４
月
10
日（
水
）

　
原
則
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

申
込
み
と
な
り
ま
す
。

〔
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ

ス
〕http://w

w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

試
験
日

　
第
１
次
試
験
　
６
月
９
日
（
日
）

　
第
２
次
試
験
　
７
月
11
日
（
木
）

〜
７
月
19
日
（
金
）

※

採
用
予
定
数
の
最
新
情
報
は
人
事

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　
大
阪
国
税
局
人
事
第
二
課
（
試

験
係
）

　
℡
０
６
ー
６
９
４
１
ー
５
３
３
１

　
湯
浅
税
務
署
総
務
課

　
℡
63
ー
５
３
５
１

※

採
用
に
関
す
る
情
報
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

　nta.go.jp

）「
採
用
案
内
」
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

体
育
館（
下
津
町
下
津
５
０
０
ー
１
）

対
象
者
　
小
学
１
年
生
〜

中
学
３
年
生
（
定
員
15
名
）

　
　
　
　
有
田
市
通
所
支
援
事
業
所

　
　
　
　
　「
さ
く
ら
ん
ぼ
」

℡
22
ー
８
５
７
２

〜
つ
な
が
る
ま
ち
あ
り
だ
活
動
支
援

事
業
補
助
金
に
つ
い
て
〜

　
市
で
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
地
域

活
性
化
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
関
し
、
行
政
か
ら
だ
け
で
は

な
く
、
民
間
か
ら
の
取
組
を
促
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
市
民
団
体
等
に

よ
る
自
発
的
な
活
動
に
対
す
る
補
助

制
度
（
上
限
20
万
円
）
を
設
け
て
お

り
、
５
月
10
日
（
金
）
を
期
限
と
し

て
募
集
を
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
　
経
営
企
画
課
（
内
線
３
２
２
）

　
市
で
は
ご
み
の
減
量
及
び
資
源
の

有
効
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
地
域
で
自
主
的
に
資
源
ご

み
の
集
団
回
収
を
実
施
い
た
だ
け
る

団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
団
体
が

資
源
ご
み
を
業
者
に
引
き
渡
し
、
そ

の
重
量
を
市
へ
申
請
い
た
だ
い
た
際

に
、
重
量
に
応
じ
た
奨
励
金
の
交
付

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
団
体
　
営
利
を
目
的
と
し
な
い

団
体
で
定
期
的
に
資
源
ご
み
の
集

高
校
生
以
下
　
前
売
券
５
０
０
円

（
当
日
８
０
０
円
）

※

１
人
８
枚
ま
で
お
買
い
求
め
い
た

だ
け
ま
す
。

※

前
売
券
が
完
売
の
場
合
、
当
日
券

の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
市
民
会
館
　
℡
82
ー
２
６
２
６

日
時
　
予
選
会
　
６
月
８
日
（
土
）

　
　
　
11
時
45
分
　
開
会

　
　
　
17
時
30
分
　
結
果
発
表

　
　
　
本
番
　
６
月
９
日
（
日
）

　
　
　
11
時
45
分
　
開
演

場
所
　
市
民
会
館
紀
文
ホ
ー
ル

ゲ
ス
ト
　
冠
二
郎
氏
、香
西
か
お
り
氏

司
会
　
小
田
切
千
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

※

応
募
方
法
等
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
和
歌
山
放
送
局

℡
０
７
３
ー
４
２
４
ー
８
１
１
１

　
市
民
会
館
　
℡
82
ー
２
６
２
６

　
発
達
障
害
を
も

つ
子
ど
も
向
け
の

サ
ッ
カ
ー
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

　
月
に
一
度
、
一
緒
に
身
体
を
動
か

し
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
毎
月
第
２
土
曜
日

※

変
更
の
場
合
あ
り

場
所
　
ふ
る
さ
と
の
川
総
合
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
も
し
く
は
海
南
市
拝
待

和
歌
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

（
公
益
財
団
法
人
わ
か
や
ま
産
業

振
興
財
団
内
）

℡
０
７
３
ー
４
３
３
ー
３
１
０
０

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://yorozu-w
akayam

a.
jim
d
o
.co
m
/

出
張
相
談
会/

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
公
益
財
団
法
人

日
本
消
防
協
会
か
ら

消
防
団
防
災
学
習

車
・
災
害
活
動
車
両

が
有
田
市
消
防
団
に

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

和
歌
山
県
内
で
初
め

て
導
入
さ
れ
る
こ
の
車
両
は
、
出
張

防
災
講
座
等
が
行
え
る
資
機
材
等
、

災
害
現
場
に
対
応
可
能
な
火
災
及
び

救
助
資
機
材
等
が
積
載
さ
れ
て
お
り
、

あ
ら
ゆ
る
活
動
に
対
応
で
き
ま
す
。

今
後
、有
効
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
消
防
本
部
　
℡
83
ー
０
１
１
９

日
時
　
５
月
26
日
（
日
）
14
時

場
所
　
市
民
会
館
紀
文
ホ
ー
ル

　
チ
ケ
ッ
ト
は
４
月
６
日
（
土
）
か

ら
市
民
会
館
ま
た
は
、
イ
ー
プ
ラ
ス

http://eplus.jp

で
販
売
。

【
全
席
指
定
】

一
般
　
前
売
券
８
０
０
円

（
当
日
１
，
０
０
０
円
）

　
有
田
警
察
署
で
は
、
平
成
30
年
中

に
発
生
し
た
全
交
通
事
故
（
人
身
事

故
・
物
損
事
故
）
に
つ
い
て
事
故
発

生
の
多
い
交
差
点
の
ワ
ー
ス
ト
ラ
ン

キ
ン
グ
資
料
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
ワ
ー
ス
ト
交
差
点
ラ
ン

キ
ン
グ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
位
　
国
道
42
号
　
野
交
差
点
10
件

２
位
　
国
道
42
号
　
有
田
東
大
橋
南

詰
交
差
点
　
８
件

２
位
　
国
道
42
号
　
保
田
橋
南
詰
交

差
点
　
８
件

　
事
故
の
多
発
し
て
い
る
交
差
点
を

通
行
す
る
際
に
は
充
分
注
意
し
て
通

行
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
各
交
差
点
に
お
け
る
交
通
事
故
発

生
状
況
の
詳
細
を
知
り
た
い
方
に

は
、
有
田
警
察
署
に
て
資
料
を
配
布

し
て
い
ま
す
。

有
田
警
察
署
　℡
83
ー
０
１
１
０

　「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
は
国
が
全

国
に
設
置
す
る
無
料
の
経
営
相
談
所

で
す
。
事
業
者
の
皆
様
に
売
上
拡

大
・
経
営
改
善
等
の
お
悩
み
を
お
気

軽
に
ご
相
談
い
た
だ
け
る
よ
う
、
定

期
的
に
出
張
相
談
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
基

本
的
に
ご
予
約
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時
　
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日

９
時
30
分
〜
17
時
15
分

※

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

場
所
　
有
田
振
興
局

消
防
団
防
災
学
習
車
・

　
　
　
　
　
　 

災
害
活
動
車
両

有
田
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

無
料
経
営
相
談

問

問

問 問

問

問問

わ
ん
ぱ
く
サ
ッ
カ
ー

　
　
　
　
　 

　 

募
集
し
ま
す
！

国
税
職
員
募
集

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
ま
ち
づ
く
り

　
　
　 

活
動
を
応
援
し
ま
す
！

資
源
ご
み
集
団
回
収
実
施
団
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

を
募
集

申
・
問

申
・
問

イ
ベ
ン
ト

近
畿
大
学
吹
奏
楽
コ
ン
サ
ー
ト

募

　集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢

　
　
　 

出
場
者
・
観
覧
者
募
集

平
成
31
年
度

　
固
定
資
産
税
（
第
１
期
）

納
期
限
は
５
月
７
日（
火
）で
す
。

か
ん
む
り

ろ
う

こ
う

だ

ぎ
り
せ
ん

お

ざ
い

じ
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　　高齢介護課（内線239）問

内容　軽いからだほぐし運動・レクリエーション等
実施時間　１時間30分程度
参加費　無料
※申込不要
　年度途中からの
　参加可

みんなのサロン

　住み慣れた地域で、健康でできるだけ自立した生活を
過ごせるよう、身体や心の機能を維持する目的で行う教
室です。（対象は市内在住の65歳以上の方）体力に合わ
せ３種類の教室を開催します。

　元気なうちから参加して仲間を作りましょう。
※祝祭日や天候の都合などで開催日が変更になる場合
　があります。

いきいき体操
内容　ステップ運動・ストレッチ・軽い筋力トレーニング
実施時間　１時間30分程度（休憩含む）
参加費　無料　※申込不要、年度途中からの参加可

や わ ら 元 気 体 操
柔道整復師による介護予防運動教室

内容　ストレッチ・軽い筋力トレー
　ニング・脳トレ
実施時間　１時間30分程度
　　　　　（休憩含む）
参加費　無料
※申込要、年度途中からの参加可

■□■□申込先□■□■
有田整骨院　℡83-3314 京井整骨院　℡83-6162
しまだ整骨院　℡83-3778 竹中接骨院　℡83-4050
まんたに整骨院　℡83-5151
宮崎町名倉堂接骨院　℡83-5707
宮原名倉堂接骨院　℡88-5216

＊いきいき100歳体操自主グループは市内7か所（逢井・糸我・野・初島北・砂浜・古江見・すみれ会）で活動中です。
　新たに始めたい方や興味のある方は地域包括支援センター（℡22-3540）へお問合せください。

星尾会館
箕島公民館
港町老人憩いの家
男浦コミュニティセンター
矢櫃公民館
保田公民館
糸我公民館

第２月曜日
第３月曜日
第３木曜日
第４月曜日
第４木曜日
第３火曜日
第２金曜日

13：30～
13：30～
13：30～
13：30～
13：30～
  9：30～
10：00～

場　　所 開催日 時　間

箕島公民館
野みかんセンター
初島公民館
山田原柑翁会館
辰ケ浜ふれあいセンター
港町公民館Ａ
港町公民館Ｂ

保田公民館
初島北集会所
糸我公民館

第２・４火曜日
毎週火・金曜日
第1・3火曜日
第1・3金曜日
第1・2木曜日
毎週月・水・金曜日
毎週火・土曜日

第１～４水曜日
毎週日・水・金曜日
第４金曜日
毎週火曜日

第２・４金曜日

13：30～
13：30～
13：30～
13：30～
13：00～
10：00～
13：30～
10：00～
13：30～
9：30～
9：30～
10：00～

10：00～

福祉館なごみ 毎週水曜日

中央地区公民館

場　　所 開催日 時　間

初島公民館
千田西公民館
宮崎公民館
須谷会館
糸我公民館
港会館
野みかんセンター
男浦コミュニティセンター
北原教育集会所
滝川原公民館
山地コミュニティーセンター
新堂農事センター

毎週月曜日
毎週月曜日
毎週火曜日
毎週火曜日
毎週水曜日
毎週水曜日
毎週木曜日
毎週木曜日
毎週木曜日
毎週金曜日
毎週金曜日
毎週金曜日

13：00～
13：30～
13：00～
13：30～
13：30～
13：30～
13：00～
13：00～
13：00～
13：00～
13：30～
13：30～

場　　所 開催日 時　間
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Hospital Topics ～有田市立病院～

　平成27年に策定した有田市まち・ひと・しごと創生総合戦
略において、子育て支援をはじめ各施策に市民の皆様と協働
で取り組んでいます。
　特に有田市西海岸の地域資源を磨き上げる「西海岸エリア
五つ星プロジェクト」については市役所若手職員をリーダー
として選任し、平成28年度より約３年間推し進めてきており、
その成果を報告します。本取組に興味のある方は、ぜひお越
しください。（参加無料）
日時　４月14日（日）　13時～15時
場所　消防庁舎５階多目的会議室
　　経営企画課（内線322）

　市では、選りすぐりの高品質であるみかんやみかんジュース
を『有田ＱＵＡＬＩＴＹ』として有田市が認定することで、
消費者に安心と信頼を与えるとともに、地域振興を図る目的
で、「有田市原産地呼称管理制度」を実施しています。　
　有田みかんジュースについて５月に官
能審査を実施しますので、出品を希望さ
れる方は、ふるさと創生室まで申請して
ください。
締切　４月25日（木）
申・問　ふるさと創生室（内線271）

『認定みかんジュース』の申請者を募集しています

申・問

第3回　西海岸エリア五つ星プロジェクト報告会

■
新
病
院
長
就
任
の
お
知
ら
せ

　
尾
野
病
院
長
が
退
任
し
、
曲
里
医
師
が
新
病

院
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

病
院
長
　
曲
里 

浩
人
　
医
師
（
内
科
）

■
病
院
敷
地
内
全
面
禁
煙
の
お
知
ら
せ

　
当
院
で
は
安
全
で
快
適
な
医
療
環
境
を
提
供

す
る
た
め
に
、
敷
地
内
全
面
禁
煙
と

い
た
し
ま
す
。
　

　
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

■
市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
移
転
し
ま
し
た

　
今
後
、
新
た
な
情
報
も
掲
載
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
Ｕ
Ｒ
Ｌ

https://aridahp.arida.w
akayam

a.jp/

　
　
有
田
市
立
病
院
　
℡
82
ー
２
１
５
１

問

ま
が
り

ひ
ろ
ひ
と

■教育相談
日時　平日９時～
　　　　
　教育委員会
　（内線512）
■青少年相談
日時　平日８時30分～
　　　　青少年センター
　　  ℡0120-783-782
■家庭児童相談
日時　月～木曜
　　　※平日のみ
　　　９時～16時
　　家庭児童青少年相談室
　　℡82-3711
■消費生活相談
日時　毎週月曜 
　　　※平日のみ
　　　13時～16時
場所　市役所２階
　　　人権相談室
　　　※電話相談も可
　　産業振興課
　　℡83-0225

■市民法律相談　※予約制
日時　4/16（火）・5/21（火）
　　　13時～16時20分
場所　市役所３階会議室
　　※弁護士は月替わり
　　※定員10名
　　市民課（内線244）
■合同相談
日時　4/11（木）・5/9（木）
　　　13時30分～16時
場所　文化福祉センター
行政相談委員　石井志通男
　　　　　　　吉川かよ子
人権擁護委員　
（ 4 月）堤敏明・宮本直樹
（ 5 月）大浦常男・濵部忠男
　　市民課（内線244・368）

問
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無 料 そ う だ ん

つつみとしあき みや もと なお き

おお うら つね お はま べ ただ お

募集

イベント

　手話はすばらしい〝言葉〟です。手話の〝あいうえお〟から
学び、あなたも手話で会話ができるようになりませんか？
日程　６月～平成32年３月までの第１・第３木曜日
時間　13時30分～ 15時
場所　市役所
対象　市内在住の方
定員　20名程度
受講料　無料　
※ただし、テキスト代が必要です。
申込　５月17日（金）までに電話にてお申込みください。
　　　　福祉課（内線364）

手話教室（初級講座）

問

教室

申・問



ARIDA　2019. ４ ⑩

広告

★アリッサのおはなしかい
　（乳幼児～就園前くらい）
　４月４日（木）、５月２日（木）
　10：30～
　場所　わくわくのもり
　内容　読み聞かせ、手あそび　など

★水曜映画会（大人向け）
　４月10日（水）　14：00～
　場所　市民会館１階　第１会議室
　内容　「紅白が生まれた日」

★有田市朗読ボランティア
　「ささやき」さんによる朗読会
　（大人向け）
　４月24日（水）　13：30～
　場所　市民会館１階　市民ギャラリー

★読聴読聴音読会（大人向け）
　４月24日（水）　14：00～
　場所　図書館内　グループ学習室
　内容　本や文章を声に出して、脳を
　　　　元気にしませんか。
　定員　10名（申込み受付中）

★有田市朗読ボランティア
　「ささやき」さんによるおはなし会
　（子ども向け）
　４月27日（土）　10：30～
　場所　わくわくのもり

★どようえいがかい（子ども向け）
　＜今回は金曜日です！＞
　５月３日（金・祝）　13：30～
　場所　市民会館１階　第１会議室
　内容　「おまえうまそうだな」

有田市図書館　℡82―3220

　新入学新社会人の皆さま、おめでとうござい
ます。いよいよ平成も残すところあとわずかと
なりました。
　新生活にぴったりの書籍もご用意しています。
図書館に是非、お越しください。

あかちゃんタイム（小さなお子さんが騒いでも大丈夫な時間です）
４月４・11・18・25日、５月２日（木） 9：30～12：00

◎４月の休館日　毎週火曜日・４月26日（金）

なつかわ

くり はら いち

すい がん

と

そうすけ

夏川 草介／著　小学館

信州にある「24時間365日対
応」の本条病院に勤務していた
内科医の栗原一止はよりよい医
師となるため信濃大学医学部に
入局。消化器内科医として勤務
し、大学院の研究も進める日々
だったが、膵癌患者の治療方法
をめぐり、准教授と激しく衝突
して…。

「新章　神様のカルテ」 『がん情報ギフト』についてご存じですか？
　国立がん研究センターがん対策センター様より、が
んに関する資料を寄贈いただきました。
　当館は、利用者の皆様が、がんについての必要な
情報が得られるようお手伝いをいたします。

※がん情報コーナーは、
　医学書ジャンルの書籍
　の棚に併設しています。

ど　き　ど　き
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こども
スマイ

ル 月生ま
れ4

6月生まれの
　お子さん（就学前）募集中♪

元気い
っぱい

のお子
さんを

紹介し
ます！

氏名、生年月日、住所、電話番号、メッセー
ジ（50字以内）を添えてお申込みください。
※応募多数の場合は抽選
※宛先は裏表紙参照
申込方法/ 郵便・メール・持込
締切/４月末日
　　　　秘書広報課（内線 205）申・問

清水  照茉莉ちゃん
ま りし みず て

（１歳）
水田  心梛ちゃん

た なみず ここ

（１歳）
1さいおめでとう★
お姉ちゃんがだーい好き♡
これからも仲良し姉妹で成長してね♡

１歳のお誕生日おめでとう♡これ
からも元気いっぱい心梛らしく成
長していってね♡

谷　詩心ちゃん
たたに う

（２歳）

有田市の施策やまちの話題など…
Active Arida Topics

港町発見発表会

　２月24日（日）文化福祉センターにおいて、港小学校
運営協議会主催の「港町発見発表会」が開催されまし
た。港小学校の児童が、自分たちの住む町の歴史等に
ついて調査、学習した内容を１年生から６年生それぞ
れが発表しました。発表した児童は「みかん積み出し港
として、有田みかんが全国に広がるきっかけになったま
ちと知ってすごいなと思った。」と話していました。

有田市チーム、想いをひとつに

　２月17日（日）、第18回和歌山県市町村対抗ジュニア
駅伝競走大会が開催されました。これまで練習を積み重
ねてきた有田市チームは昨年よりタイムを早め、１時間
12分42秒で第６位入賞を果たしました。
　選手の皆さん、本当におめでとうございます！

楽しさ色々、公民館活動☆

　３月２日（土）～３日（日）、市民会館において、第４
回みかんの里のフェスティバル！を開催しました。絵画
や書、陶芸など公民館で活動している自主サークルによ
る作品展示では、来場者が作品一つひとつ時間をかけて
鑑賞していました。多肉植物の寄せ植えやハーバリウム
づくりの体験コーナーでは来場者自らが作品づくりに挑
戦し、大人から子どもまで多くの人で賑わいました。

２歳のお誕生日おめでとう☆
やんちゃでマイペースなうーちゃん♬これ
からも色んな成長楽しみにしてるね♡♡
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この広報紙は地球環境保護のために、再生紙と
植物油インキを使用しています。

広告 市収入の一部とするため有料広告を掲載しています。
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より良い広報づくりのため、皆様のご意見ご要望を秘書広報課へお寄せください。

　２年前、㈱リクルートと地方
創生に関する包括連携協定を締
結し、Cheers Agri Projectとし
て後継者の育成や生産農家の販
路開拓や経営力、ふるさと納税

の返礼品の強化などに取り組んできました。㈱リクルー
トのノウハウを活用し、昨年は農家の方が商談会に出
展し、みかんの新規販路の開拓が実現するなど着実に
成果が出ています。それらの取り組みの中で、生産農
家の56％が現在も将来も後継者の見込みがないことや、
36％が近い将来の耕作面積を減らしたいと思っている
という課題が明らかになりました。
　こういった課題をふまえ、これまで㈱リクルートと
ともにスキームを構築してまいりました。今年度から
新たに就農支援スキーム「AGRI-LINK  IN  ARIDA」の
運用を開始します。これは、新規就農者、農地提供者、

受け入れ農家の３者が持つ資産をそれぞれの課題に適
合させることで解決していくものです。現在、就農希望
があっても「農地確保が難しいなどの理由で、やりたい
けどできない」などの声がある一方、農地を提供したい
という農家の方もいらっしゃいます。これらの就農や技
術、農地のマッチングなどを行い、農業への意識が高い
人がチャレンジできる仕組みとなっています。
　様々な取り組みを通じて、いつも気づかされるのは
「人」が大切だということです。有田市で意欲ある人が
思いきり農業に従事していただくことで、さらに発展し
ていくことを期待しています。
　課題を一つずつクリアしていくことで、有田みかんの
産地として10年後20年後、そして未来につなげていき
たいと思います。

　有田市長　望月 良男

インスタグラムを活用し、「みかんと幸せ」をテーマに写真
投稿キャンペーンを行った結果、全国各地から823点の応
募があり、その中から最優秀賞1点、優秀賞10点を決定し
ました。アイデアあふれる素晴らしい投稿をありがとうござ
いました。　　　　　　　　   ふるさと創生室（内線262）問

アグリ リンク イン アリダ
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